
2006 広島大学（理系）前期日程  解答解説 

© 電送数学舎 2006 －1－ 

１                              問題のページへ 
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(2) Aと Eは積について交換可能なので,  
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これより, EqApEAx nn
n +=- )( 0 とおくと, 

3
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np --= , n
nq )1( -= と推

測できる。以下, この推測の正しいことを数学的帰納法で証明する。 
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(i)(ii)より, n≧1において, 
3

)1( n

np --= , n
nq )1( -= である。 

 

［解 説］ 

(3)では, ( )2
3
1 EA - を把握するだけで, (2)から結論を導くことができます。この考

え方を用い, nを偶奇に分けて記しましたが, 漸化式を立てるという手もあります。 



2006 広島大学（理系）前期日程  解答解説 

© 電送数学舎 2006 －2－ 

２                              問題のページへ 

(1) nnn aaa 212 += ++ , nnn aab += +1 より,  

nnnnnnnnn baaaaaaab 2)(22 111121 =+=++=+= ++++++  

よって, 数列{ }nb は公比 2の等比数列である。 

(2) 3121 =+= aab より, (1)から, 123 -×= n
nb となり,  

å
-

=

--
1

1

1)1(
n

k
k

k b å
-

=

--=
1

1

1)2(3
n

k

k 1
1

)2(1
)2(1

)2(13 -
-

--=
--

--×= n
n

 

(3) n≧2で, å
-

=

--
1

1

1)1(
n

k
k

k b å
-

=
+

- +-=
1

1
1

1 )()1(
n

k
kk

k aa { }å
-

=
+

+ ---=
1

1
1

1 )1()1(
n

k
k

k
k

k aa  

       2)1()1()1( 1
1 +-=---= n

n
n

n aaa  

(2)の結果と合わせて, 1)2(12)1( ---=+- n
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1=n をあてはめると, 2)1(2 00
1 =-+=a となり, このときも満たしている。 
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［解 説］ 

(3)では, 無理をして, (2)を誘導として位置付けて解きましたが, パターン的に解い

た方が簡明なのは言うまでもありません。 
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３                              問題のページへ 

(1) まず, 一般性を失うことなく, 1OCOA == とすること

ができる。 

ここで, Pから OAに下ろした垂線の足を Hとすると, 
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(2) まず, 154＞ より
2
3

5
2 ＞ , 835 ＞ より

5
4

2
3＞ となるので,  

5
4

2
3

5
2 ＞＞ , bpa cos

6
coscos ＞＞  

xx cos)( =f は
2

0 p＜＜x で単調減少するので, bpa ＜＜
6

となる。 

(3) (1)から
5
42sin =a なので, ( )

5
3

5
412cos

2
=-=a  

さて, ( ) apapp 2
4
32

4
ORA -=+-=Ð から, △OARに正弦定理を適用すると,  
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これより, 2
7
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42RC =-= となり, 3:4RC:AR = である。 

 

［解 説］ 

ベクトルを利用した設定で, 文系に類題が出ていますが, 理系ではこの誘導はあり

ません。しかし, そのために逆に発想が制約されず, 本問の方が魅力ある問題となっ

ています。 
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４                              問題のページへ 

(1) n 個の玉が入っている袋から, 2 個同時に取り出す 2Cn 通りが同様に確からしい

とすると, 21 rr ＜ , 21 ww ＜ としても一般性を失わない。 

さて, Aの面積が 4であるのは, )1,4(),2,2(),4,1(),( 1212 =-- wwrr  
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(iii) )1,4(),( 1212 =-- wwrr のとき 

(i)と同様にして, その確率は, 
22 )1(

)4()1(4
-

--
nn

nn である。 

(i)(ii)(iii)より, 
22

2

2222

2

22 )1(
)12143(4

)1(
)4()1(4

)1(
)2(4

)1(
)4()1(4

-
+-=

-
--+

-
-+

-
--

nn
nn

nn
nn

nn
n

nn
nn  

(2) 1221 rrrrX -=-= とおくと, kX = )11( -nk≦≦ となる確率は, (1)と同様に, 
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(3) 7=n のとき, (2)より, 
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同様に, 21 wwY -= とおくと, 
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ここで, Xと Yは独立なので, Aの面積の期待値 )( XYE は,  
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［解 説］ 

(3)は, 範囲外の数 C「確率分布」に出てくる公式を用いましたが, これが普通の解

法でしょう。 
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５                              問題のページへ 
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xxxf に対して, )()( xx ff -=- より, )( xy f= のグラフは原点対

称となる。 
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よって, x≧0 における )( xf の増減は右

表のようになる。 
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線 1=x , xy = が存在する。 

以上より, )( xy f= のグラフは右図のように

なる。 

(2) )( xy f= のグラフと直線 mxy = の交点が 3

個になるのは, 対称性から, x＞0 において交点

が 1個となる場合より,  
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［解 説］ 

(2)では, 0¹x で定数 mを分離して考えた方がクリアーですが, 次の(3)の設問から

判断すると, それには及ばないでしょう。 
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